
大型トレーラなどの「特殊車両」の通行には、道路管理者の許可
が必要です。 ルールを守って安全運行！国土交通省からのお願いです。

特殊車両通行許可制度とは？

大型トレーラーなどの「特殊車両」は、大型貨物や大量の貨物を輸送するために必要な車で、私たちの暮ら
しに大変役立っています。

しかし、この「特殊車両」は重量が重く、寸法も大きいため、他の通行車両に迷惑をかけないように通行し
たり、道路を傷めないように、通行には、道路管理者の許可を受けて、ルールを守って通行することが道路法
で定められています。（道路法第４７条の２第１項）

申請手続について

「特殊車両」を通行させようとするときには、通行しようとする道路の道路管理者に申請し、許可を得なければなりません。

申請を受け付けた道路管理者は、「特殊車両」の通行の可否について審査を行います。

別紙

無視できないルール違反

通行可能と判断された場合は、道路管理者から通行条件とともに許可証が交付されます。

許可証は通行時、必ず許可に係る車両に備えつけが必要です。

街頭取締の実施により、半数以上の特殊車両がルールを守っ
ていない実態が明らかとなっています。（右グラフ参照）

ルール違反車両が道路に及ぼす影響

道路が傷められる原因のひとつとして、無許可や通行条件違反で通行することがあげられます。このルール違反の車両が、非常に大きな比率を占めて
いる状況にあり、道路や橋に与える影響は多大です。特に、重量超過の車両が道路に与える影響は、非常に大きなものがあります。
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